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第
だい

２期札幌市障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

（案
あん

）に対
たい

して寄
よ

せられた意見
い け ん

の概要
がいよう

及
およ

びこれに対
たい

する札幌市
さ っ ぽ ろ し

の考
かんが

え方
かた

 

(1) 計画
けいかく

（案
あん

）に関
かん

する意見
いけ ん

の概要及
がいようおよ

びこれに対
たい

する札幌市
さっぽろし

の考
かんが

え方
かた

 

番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

1 計画
けいかく

全般
ぜんぱん

 56 

・「１ 訪問系
ほうもんけい

サービス」の見込量等確保
みこみりょうとうかくほ

のための方策
ほうさく

のうち最初
さいしょ

の

「○・・・ 障
しょう

がい種別
しゅべつ

にかかわらず・・・」と「２ 日中活動系
にっちゅうかつどうけい

サービス」の見込量等確保
みこみりょうとうかくほ

のための方策
ほうさく

のうち文頭
ぶんとう

の「・・・希望
きぼう

す

る 障
しょう

がい者
しゃ

に日中活動系
にっちゅうかつどうけい

サービス」について「 障
しょう

がいの種別
しゅべつ

や

程度
ていど

にかかわりなく」を加筆
かひつ

すること。 

※ 障
しょう

がい種別
しゅべつ

や程度
ていど

によって 生
しょう

じるサービス格差
かくさ

の是正
ぜせい

を図
はか

り、

それぞれのニードに応
おう

じたサービス提 供
ていきょう

を進
すす

めることが必要
ひつよう

なた

め。 

 障害者自立支援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

では、 障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたサービスを提 供
ていきょう

している

ため、 障
しょう

がい種別
しゅべつ

、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

、年齢等
ねんれいとう

によって受
う

けられるサービス

が異
こと

なる場合
ばあい

がありますが、要件
ようけん

を満
み

たす方
かた

が希望
きぼう

するサービスを受
う

けられ

るよう基盤整備
きばんせいび

を進
すす

めることが重 要
じゅうよう

であると 考
かんが

えており、案
あん

のような記載
きさい

をしているところです。 

 

2 計画
けいかく

全般
ぜんぱん

 － 

・ヘルパーの数
かず

が減
へ

ってきているのに、なぜ施設
しせつ

が悪
わる

いのか。よい場合
ばあい

もある。 

・ 級
きゅう

が下
した

だから外出支援
がいしゅつしえん

はもらえない。ヘルパーも少
すく

ない。ちょ

っと変
へん

に外 出
がいしゅつ

支援
しえん

、できることはさせて、何
なん

でも手
て

を出
だ

しすぎると

ころがある。 

・電 動 車
でんどうくるま

いすがあれば、私自身
わたしじしん

も時間
じかん

にしばられずにすむ。介護
かいご

タ

クシーを自分
じぶん

で支払
しはら

い、夏
なつ

はバス、地下鉄
ちかて つ

バリアフリーで行
い

ける。一人
ひとり

ひとりに合
あ

ったこと、自分
じぶん

でできることは、 障
しょう

がい者
しゃ

も 考
かんが

えない

と。税金
ぜいきん

の無駄遣
むだづ か

いは避
さ

けたい。 

・何
なん

でも計画
けいかく

に入
い

れないでほしい。税金
ぜいきん

ではどちらが安
やす

いか全体
ぜんたい

で

考
かんが

えてほしい。 

 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

では、 障
しょう

がいある方
かた

の「地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

」を目指
め ざ

し

ておりますが、施設
しせつ

も 障
しょう

がいのある方
かた

の生活
せいかつ

を支
ささ

える大切
たいせつ

な社会
しゃかい

資源
しげん

であ

りますので、施設
しせつ

とも連携
れんけい

しながら、 障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

を推進
すいしん

してまいりた

いと 考
かんが

えております。 

 また、外 出
がいしゅつ

支援
しえん

に関
かん

しましては、今後
こんご

とも 障
しょう

がいのある方
かた

のご意見
いけん

をお

伺
うかが

いするとともに、事業所
じぎょうしょ

等
とう

にもご 協 力
きょうりょく

いただきながら取
と

り組
く

んでまい

りたいと 考
かんが

えております。 

 札幌市
さっぽろし

では、平成
へいせい

22年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

の各年度
かくねんど

において、174億円
おくえん

～246

億円
おくえん

の収支
しゅうし

不足
ぶそく

が見込
み こ

まれており（札幌市
さっぽろし

の中期
ちゅうき

財政
ざいせい

見通
みとお

し（平 成
へいせい

21年
ねん

１

月
がつ

公 表
こうひょう

））、大 変
たいへん

厳
きび

しい財政
ざいせい

状 況
じょうきょう

となっております。 

 そのような中
なか

、障
しょう

がいのある方
かた

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

と就 労
しゅうろう

支援
しえん

を計画的
けいかくてき

に

進
すす

めていくために、この計画
けいかく

を策定
さくてい

するものであり、その推進
すいしん

に当
あ

たりま

しても、事業
じぎょう

の選択
せんたく

と 集 中
しゅうちゅう

に基
もと

づく効果的
こうかてき

な事業
じぎょう

展開
てんかい

を図
はか

りたいと 考
かんが

えております。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

3 計画
けいかく

全般
ぜんぱん

 － 

・高 齢 障
こうれいしょう

がい者
しゃ

が増加
ぞうか

する。それに対
たい

する対策
たいさく

が見
み

えない。特
とく

に

在宅
ざいたく

での生活支援
せいかつしえん

の具体的
ぐたいてき

な対策
たいさく

が分
わ

かりません。・高 齢 障
こうれいしょう

がい者
しゃ

の身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

（障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

）と介護保険
かいごほけん

との関係
かんけい

に

落
お

とし穴
あな

がある気
き

がする。そこの改善
かいぜん

を願
ねが

いたいと思
おも

う。 

 障
しょう

がいのある高齢
こうれい

の方
かた

については、介護保険法
かいごほけんほう

のサービスを基本
きほん

として、

必要
ひつよう

なサービスが介護保険法
かいごほけんほう

にない場合
ばあい

は、障害福祉
しょうがいふくし

サービスを組
く

み合
あ

わせ

て利用
りよう

することができます。 

 さらに、必要
ひつよう

なサービスが介護保険法
かいごほけんほう

にある場合
ばあい

でも、介護保険法
かいごほけんほう

のみで

はサービス 量
りょう

が不足
ふそく

する場合
ばあい

は、障害福祉
しょうがいふくし

サービスを上乗
うわの

せして利用
りよう

する

ことができます。 

 障
しょう

がいのある高齢
こうれい

の方
かた

は、介護保険法
かいごほけんほう

と障害者自立支援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

の各
かく

サービス

を適切
てきせつ

に組
く

み合
あ

わせてご利用
りよう

いただくことにより、より一層充実
いっそうじゅうじつ

した

在宅生活
ざいたくせいかつ

を送
おく

ることができると 考
かんが

えております。 

 なお、平成
へいせい

20年
ねん

２月
がつ

に実施
じっし

したアンケート調査
ちょうさ

によると、「 障
しょう

がい者
しゃ

の

高齢化
こうれいか

対策
たいさく

の充 実
じゅうじつ

」を図
はか

るべきというご意見
いけん

が多
おお

く、関心
かんしん

が高
たか

い部分
ぶぶん

であ

ることを踏
ふ

まえまして、上記
じょうき

の 考
かんが

え方
かた

を基本
きほん

に支援
しえん

のあり方
かた

を研 究
けんきゅう

して

まいりたいと 考
かんが

えております。 

 

4 地域
ちいき

移行
いこう

 20-23 

・施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

は、障害年金
しょうがいねんきん

で生活
せいかつ

している人
ひと

が多
おお

いため、介護付
かいご つ

きのホームは利用料
りようりょう

が高
たか

く、地域移行
ちいきいこう

しにくい 状 況
じょうきょう

である。低額
ていがく

な福祉
ふくし

ホームは今後増
こんご ふ

える予定
よてい

のようですが、新体系
しんたいけい

の移行
いこう

はどこの

施設
しせつ

でも進
すす

んでいるので早
はや

い対応
たいおう

をお願
ねが

いしたい。 

 グループホーム・ケアホーム等
とう

の利用料
りようりょう

は、 収 入
しゅうにゅう

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

じ

減免制度
げんめんせいど

が 整
ととの

えられておりますが、食費
しょくひ

、光熱水費
こうねつすいひ

などの実費負担分
じっぴふたんぶん

につ

いては軽減措置
けいげんそち

は実施
じっし

されておりませんでした。しかし、今後
こんご

、グループホ

ーム・ケアホームの居 住
きょじゅう

に要
よう

する費用
ひよう

についても軽減措置
けいげんそち

が 行
おこな

われる予定
よてい

となっております。 

 また、身 体 障
しんたいしょう

がい者用
しゃよう

のグループホーム・ケアホームの実施
じっし

についても、

現在
げんざい

、国
くに

において検討
けんとう

されているところであり、これらの制度
せいど

改正
かいせい

と併
あわ

せ

て、 障
しょう

がい者
しゃ

の地域移行
ちいきいこう

を一層促進
いっそうそくしん

していきたいと 考
かんが

えております。 

 

5 地域
ちいき

移行
いこう

 20-23 

・（P23）第
だい

７－２－(2)－イ－⑤について 「⑤・・・入所施設
にゅうしょしせつ

と連携
れんけい

しながら・・・」を「・・・入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

、支援
しえん

機関
きかん

、当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

等
とう

、

必要
ひつよう

な関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

しながら・・・」と加筆すること。 

※地域移行
ちいきいこう

を進
すす

めるためには、当該入所施設
とうがいにゅうしょしせつ

だけではなく幅広
はばひろ

い

関係者
かんけいしゃ

との連携
れんけい

やネットワークが必要
ひつよう

であるため。また、ピア・カ

ウンセリング、ピア・サポートといった当事者
とうじしゃ

の役割
やくわり

も重 要
じゅうよう

である

ため。 

 当該
とうがい

箇所
かしょ

については、体験事業
たいけんじぎょう

の実施
じっし

について述
の

べているものであったこ

とから限定的
げんていてき

に「入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

」としておりました。 

 しかし、広
ひろ

い意味
い み

ではより多
おお

くの方
かた

がかかわるということから、ご意見
いけん

の

とおり加筆
かひつ

させていただきます。 

 23ページの⑤中
なか

「・・・入所施設
にゅうしょしせつ

と連携
れんけい

しながら・・・」を「・・・入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

、支援
しえん

機関
きかん

、当事者団体等
とうじしゃだんたいとう

の関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

しな

がら・・・」に修 正
しゅうせい

します。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

6 地域
ちいき

移行
いこう

 24-25 

・（P25）第
だい

７－３－(2)について 

 今後
こんご

の方向性
ほうこうせい

に「精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の利用
りよう

できる短期入所事業者
たんきにゅうしょじぎょうしゃ

を

計画的
けいかくてき

に増
ふ

やし、各区
かくく

に１か所設置
しょせっち

することを目指
め ざ

します。」を加筆
かひつ

す

ること。 

※区間
くかん

の格差
かくさ

を解 消
かいしょう

するため。 

 平成
へいせい

21年
ねん

２月
がつ

現在
げんざい

、本市
ほんし

には、精神
せいしん

に 障
しょう

がいのある方
かた

が利用
りよう

できる

短期入所事業所
たんきにゅうしょじぎょうしょ

が８か所
しょ

あり、７区
く

に分布
ぶんぷ

している 状 況
じょうきょう

です。これら

短期入所事業所
たんきにゅうしょじぎょうしょ

の定員
ていいん

は、８か所合計
しょごうけい

で28名
めい

となっております。 

 これに対
たい

して、精神
せいしん

に 障
しょう

がいのある方
かた

で、短期入所
たんきにゅうしょ

の支給決定
しきゅうけってい

を受
う

け

ている方
かた

は17名
めい

、今年度
こんねんど

の利用者数
りようしゃすう

は１名
めい

にとどまっており、現 状
げんじょう

におい

て、各事業所
かくじぎょうしょ

が、満 床
まんしょう

を理由
りゆう

に受入
うけい

れを 断
ことわ

った事例
じれい

はないと 伺
うかが

っており

ます。 

 しかしながら、今後
こんご

は、利用者
りようしゃ

やそのご家族
かぞく

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、関係団体等
かんけいだんたいとう

から

の声
こえ

を 伺
うかが

いながら、精 神 障
せいしんしょう

がいのある方
かた

の短期入所事業
たんきにゅうしょじぎょう

のあり方
かた

につい

て検討
けんとう

してまいりたいと 考
かんが

えております。 

 

7 地域
ちいき

移行
いこう

 24-25 

・（P25）第
だい

７－３－(2)について 

 精 神 障
せいしんしょう

がい者地域生活移行支援事業
しゃちいきせいかついこうしえんじぎょう

の事業
じぎょう

説明
せつめい

及
およ

び図中
ずちゅう

に、

当事者
とうじしゃ

を位置付
い ち づ

けること。 

 退院
たいいん

に向
む

け、利用者
りようしゃ

を支援
しえん

していくうえでピアサポーター等
とう

の参加
さんか

をお願
ねが

いすることは、大変有効
たいへんゆうこう

な手段
しゅだん

と 考
かんが

えており、本事業
ほんじぎょう

では、参加
さんか

してい

ただくピアサポーター等
とう

の方々
かたがた

に対
たい

する研修事業
けんしゅうじぎょう

も実施
じっし

することとして

おります。 

 このことから、計 画 中
けいかくちゅう

におきましても、ピアサポーター等
とう

との 協 力
きょうりょく

に

ついて掲載
けいさい

いたします。 

 25ページの「精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

」の説
せつ

明文
めいぶん

の３行目
ぎょうめ

「・・・

自立支援員
じりつしえんいん

による個別
こべつ

支援
しえん

・・・」を

「自立支援員
じりつしえんいん

がピアサポーター等
とう

の 協 力
きょうりょく

を得
え

ながら個別
こべつ

支援
しえん

・・・」に修 正
しゅうせい

し、図中
ずちゅう

に「ピアサポーター等
とう

の 協 力
きょうりょく

」を記載
きさい

し

ます。 

8 
訪問
ほうもん

系
けい

 

サービス 
28 

・（P28）重度訪問介護
じゅうどほうもんかいご

の利用見込時間
りようみこみじかん

については、現行
げんこう

の時間数
じかんすう

で

は、不足
ふそく

するとの声
こえ

もあることから、そうしたニードを踏
ふ

まえた

見込量
みこみりょう

として検討
けんとう

すること。 

 利用見込時間
りようみこみじかん

については、これまでの利用時間数
りようじかんすう

の実績
じっせき

から、今後
こんご

の

利用者数増
りようしゃすうぞう

による時間数
じかんすう

の伸
の

びを勘案
かんあん

して見込量
みこみりょう

を積算
せきさん

しております。 

重度訪問介護
じゅうどほうもんかいご

の時間数
じかんすう

が不足
ふそく

しているという声
こえ

につきましては、特
とく

に重度
じゅうど

の

障
しょう

がいのある方
かた

を対 象
たいしょう

として、介護
かいご

サービスの提 供
ていきょう

の方法
ほうほう

の工夫
くふう

によ

り、効率的
こうりつてき

な介護時間
かいごじかん

の拡 充
かくじゅう

について別途検討
べっとけんとう

してまいります。 

 

9 
訪問
ほうもん

系
けい

 

サービス 
28-29 

・（P29）重度障害者等包括支援
じゅうどしょうがいしゃとうほうかつしえん

の見込量
みこみりょう

を０としているが、再検討
さいけんとう

が必要
ひつよう

ではないか。 

 今後
こんご

の利用見込
り よ う み こ

みについては、市内
しない

の事業所
じぎょうしょ

の指定
してい

が１か所
しょ

であり、いま

まで利用者
りようしゃ

がいないことから見込量
みこみりょう

を０としております。 

 重度障害者等包括支援
じゅうどしょうがいしゃとうほうかつしえん

につきましては、事業者
じぎょうしゃ

と利用者
りようしゃ

のニードを見極
みきわ

めた上で、他制度
たせい ど

との関係
かんけい

も含
ふく

めて今後
こんご

のあり方
かた

について検討
けんとう

してまいりま

す。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

10 
訪問
ほうもん

系
けい

 

サービス 
56 

・「１ 訪問系
ほうもんけい

サービス」の見込量等確保
みこみりょうとうかくほ

のための方策
ほうさく

のうち、最後
さいご

の「○・・・工夫
くふう

による効率的
こうりつてき

な介護時間
かいごじかん

の延 長
えんちょう

について」の「効率的
こうりつてき

な」を削除
さくじょ

すること。 

※身体介護等
しんたいかいごとう

における 最
もっと

も効率的
こうりつてき

な提 供
ていきょう

方法
ほうほう

は、施設
しせつ

サービスで

あり、地域
ちいき

における介護
かいご

サービスの提 供
ていきょう

は、個別
こべつ

ニードに即
そく

した質
しつ

の確保
かくほ

も求
もと

められるため。 

 ここでいう介護
かいご

時間
じかん

の拡 充
かくじゅう

とは、在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

されている方
かた

に対
たい

するホー

ムヘルプサービスを指
さ

しており、施設
しせつ

サービスを想定
そうてい

しているものではござ

いません。また、それぞれの方
かた

の生 活 状 況
せいかつじょうきょう

や介護
かいご

実態
じったい

に合
あ

わせて、必要
ひつよう

な

方
かた

に必要
ひつよう

な介護
かいご

サービスを提 供
ていきょう

する体制
たいせい

を 整
ととの

えることを「効率的
こうりつてき

な」と

表 現
ひょうげん

しているものでございます。 

 ご指摘
してき

のとおり、在宅介護時間
ざいたくかいごじかん

の延伸
えんしん

のみならず、在宅介護
ざいたくかいご

の質
しつ

の向 上
こうじょう

も

合
あ

わせて検討
けんとう

してまいります。 

 

11 
訪問
ほうもん

系
けい

 

サービス 
28、42 

・ホームヘルパー・ガイドヘルパーの適性
てきせい

検査
けんさ

と記憶力
きおくりょく

検査
けんさ

を早 急
さっきゅう

に実施
じっし

してほしい。 

※非常識
ひじょうしき

な 考
かんが

えられないことをする人
ひと

たちがいる。また、簡単
かんたん

な

ことなのに何度
なんど

も忘
わす

れて、非常識
ひじょうしき

なことをしたり、ミスに対
たい

して 謝
あやま

るどころか、正当化
せいとうか

しようと言
い

い訳
わけ

する人
ひと

たちがいる（当事者
とうじしゃ

を置
お

き

去
ざ

りにする、室内
しつない

の靴下
くつした

のままベランダに出
で

てそのまま戻
もど

ってくる、

トイレ掃除後
そうじ ご

の水
みず

をベランダに捨
す

てたりする等
とう

）。 

 ホームヘルパー養成
ようせい

研 修
けんしゅう

につきましては、北海道
ほっかいどう

の所管
しょかん

であり、札幌市
さっぽろし

としてホームヘルパーを養成
ようせい

するための研 修
けんしゅう

は 行
おこな

っておりませんが、ホー

ムヘルプサービスの質
しつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

ることは必要
ひつよう

と 考
かんが

えており、現在
げんざい

、市
し

独自
どくじ

で居宅
きょたく

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

に対
たい

する個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

作成
さくせい

研 修
けんしゅう

等
とう

を実施
じっし

している

ところです。 

 今後
こんご

とも、これら活動
かつどう

等
とう

を通
とお

して、利用者
りようしゃ

支援
しえん

に関
かん

するホームヘルパーの

意識
いしき

の向 上
こうじょう

を図
はか

っていきたいと 考
かんが

えております。 

 

12 
訪問
ほうもん

系
けい

 

サービス 
28、42 

・ホームヘルパー・ガイドヘルパーの仕事
しごと

に夢
ゆめ

を持
も

てるよう、辞
や

める

人
ひと

が多
おお

く出
で

ないよう、報 酬
ほうしゅう

を上
あ

げるようにしてほしい。 

 訪問
ほうもん

系
けい

サービスの報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

の引上
ひきあ

げにつきましては、他
た

の政令
せいれい

市
し

と

共 同
きょうどう

で国
くに

に対
たい

して要望
ようぼう

しております。 

 なお、平成
へいせい

21年度
ねんど

から、居宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスについて、報 酬
ほうしゅう

改定
かいてい

による単価
たんか

の引上
ひきあ

げが予定されております。 

 

13 
訪問
ほうもん

系
けい

 

サービス 
42 ・移動

いどう

支援
しえん

の時間数
じかんすう

（月
つき

60時間
じかん

）が不足
ふそく

している。 

 移動
いどう

支援
しえん

の時間数
じかんすう

上 限
じょうげん

については、予算上
よさんじょう

の制約
せいやく

もあるためご理解
りかい

いた

だきたいと存
ぞん

じますが、通院
つういん

や官公
かんこう

署
しょ

への公的
こうてき

手続
てつづき

に関
かん

しましては自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

の通院
つういん

等
とう

介助
かいじょ

など他
た

の制度
せいど

も利用
りよう

していただき、その上
うえ

で移動
いどう

支援
しえん

でしか対応
たいおう

できない部分
ぶぶん

の外 出
がいしゅつ

支援
しえん

をご利用
りよう

いただくなど他
た

の事業
じぎょう

と

の組合
くみあわ

せでご利用
りよう

いただける場合
ばあい

もございます。 

 

14 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

 29-30 
・「療 養

りょうよう

介護
かいご

」の人数
にんずう

の少
すく

なさは 甚
はなは

だ疑問。障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

だけで、

療 養
りょうよう

介護
かいご

か生活
せいかつ

介護
かいご

かと区切
く ぎ

ることのできない施設
しせつ

ではないか。 

 療 養
りょうよう

介護
かいご

は、生活
せいかつ

介護
かいご

と異
こと

なり、常時
じょうじ

の介護
かいご

に加
くわ

え、長期
ちょうき

の入 院
にゅういん

によ

る医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする 障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

して、病 院
びょういん

で看護
かんご

等
とう

を

行
おこな

うものであり、筋
きん

萎縮性側索
いしゅくせいそくさく

硬化症
こうかしょう

（ＡＬＳ
エーエルエス

）患者
かんじゃ

、筋
きん

ジストロフィ

ー患者
かんじゃ

、 重 症
じゅうしょう

心
しん

身 障
しんしょう

がいのある方
かた

等
とう

が対 象
たいしょう

となります。 

 計画
けいかく

案
あん

のサービス見込量
みこみりょう

は、このように対 象 者
たいしょうしゃ

が比較的
ひかくてき

限定
げんてい

されるこ

とを勘案
かんあん

して積算
せきさん

したものです。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

15 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

 29-30 

・日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

としては、療 養
りょうよう

介護
かいご

・生活
せいかつ

介護
かいご

の両 方
りょうほう

を使
つか

えな

いと。このような施設
しせつ

の場合
ばあい

、日 中
にっちゅう

活動
かつどう

と施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

を分
わ

けて

考
かんが

えること、実行
じっこう

することができないと思
おも

う。施設
しせつ

にとっても大変
たいへん

だと思
おも

うが、何
なに

よりも入 所 者
にゅうしょしゃ

が自立
じりつ

支援法
しえんほう

の理念
りねん

から取
と

り残
のこ

されて

しまうのではないかと危惧
き ぐ

している。 

 療 養
りょうよう

介護
かいご

は、常時
じょうじ

の介護
かいご

に加
くわ

え、長期
ちょうき

の入 院
にゅういん

による医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする 障
しょう

がいのある方
かた

が対 象
たいしょう

となることから、法 令 上
ほうれいじょう

、サービスを

提 供
ていきょう

できるのは、医療的
いりょうてき

な専門性
せんもんせい

を有
ゆう

する病 院
びょういん

に限定
げんてい

されております。 

 一方
いっぽう

、生活
せいかつ

介護
かいご

は、常時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

する 障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

して、日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

、創作
そうさく

活動
かつどう

等
とう

の機会
きかい

の提 供
ていきょう

等
とう

を 行
おこな

うものであり、療 養
りょうよう

介護並
かいご な

みの医療的
いりょうてき

な専門性
せんもんせい

は要 求
ようきゅう

されないことから、所定
しょてい

の基準
きじゅん

を満
み

た

せば、一般的
いっぱんてき

な福祉
ふくし

施設
しせつ

においても事業
じぎょう

の実施
じっし

が可能
かのう

とされております。 

 このように、療 養
りょうよう

介護
かいご

と生活
せいかつ

介護
かいご

は、それぞれ想定
そうてい

されている利用者像
りようしゃぞう

と

サービス内容
ないよう

が異
こと

なることから、通 常
つうじょう

、別々
べつべつ

の施設
しせつ

によって事業
じぎょう

が 行
おこな

わ

れると 考
かんが

えられます。 

 

16 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

 29、42 
・施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

にも、行動
こうどう

援護
えんご

、移動
いどう

支援
しえん

等
とう

を使
つか

えるようにしてほ

しい。 

 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

されている方
かた

については、移動
いどう

の支援
しえん

を含
ふく

めた日 常
にちじょう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

の支援
しえん

を施設
しせつ

職 員
しょくいん

が 行
おこな

うこととなっておりますが、行動
こうどう

援護
えんご

、移動
いどう

支援
しえん

は、

居宅
きょたく

生活
せいかつ

を 行
おこな

う上
うえ

で単独
たんどく

では外 出
がいしゅつ

できない 障
しょう

がいのある方
かた

を対 象
たいしょう

と

しており、この前提
ぜんてい

でそれぞれの報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

が決
き

められているところです。 

 従
したが

って、直
ただ

ちに対応
たいおう

することは困難
こんなん

ではありますが、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

されて

いる方
かた

の現 状
げんじょう

をお聞
き

きしながら、支援
しえん

のあり方
かた

について、検討
けんとう

してまいり

たいと 考
かんが

えております。 

 

17 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

 － 

・利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

が、平成
へいせい

21年
ねん

３月
がつ

までは安
やす

くなっているが、作業所
さぎょうしょ

や施設
しせつ

に通所
つうしょ

している人
ひと

は、負担
ふたん

が高
たか

くなると、年金
ねんきん

だけでは支払
しはらい

ができないので、引上
ひきあ

げはやめてほしい。 

 これまで 行
おこな

われてきた利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

の軽減
けいげん

については、今後
こんご

も継続
けいぞく

され

ることとなっております。 

 なお、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターや地域
ちいき

共 同
きょうどう

作業所
さぎょうしょ

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

について

は、各運営者
かくうんえいしゃ

が利用者
りようしゃ

の負担
ふたん

能 力
のうりょく

に応
おう

じて同意
どうい

を得
え

ながら 徴 収
ちょうしゅう

するこ

ととなっています。そのため、札幌市
さっぽろし

といたしましては、機会
きかい

があるごとに

運営者
うんえいしゃ

へ適正
てきせい

な利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

の設定
せってい

等
とう

について 働
はたら

きかけていきたいと思
おも

っています。 

 

18 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

 42 
・小樽市
おたる し

のように札幌市
さっぽろし

にも地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターをたくさん作
つく

って

ほしい。 

 地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターを計画
けいかく

に位置付
い ち づ

け、運営者
うんえいしゃ

に対
たい

する補助
ほじょ

を 行
おこな

って

いくこととしていますが、今後
こんご

の見込
み こ

みとしては、他
た

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス

事業
じぎょう

への移行
いこう

等
とう

が見込
み こ

まれるため、箇所数
かしょすう

が微減
びげん

となっています。いずれに

しましても、関係事
かんけいじ

業 者
ぎょうしゃ

とともに、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や社会
しゃかい

との交 流
こうりゅう

が 行
おこな

え

る場
ば

が提 供
ていきょう

されるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきたいと 考
かんが

えています。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

19 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

 42 
・地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターが安定的
あんていてき

に持続
じぞく

できるよう、実態
じったい

を考慮
こうりょ

し

て補助
ほじょ

金
きん

の算定
さんてい

基準
きじゅん

を検討
けんとう

すること。 

 地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターを運営
うんえい

される方
かた

からのご意見
いけん

等
とう

を踏
ふ

まえ、21年度
ねんど

予算
よさん

では、実態
じったい

等
とう

を考慮
こうりょ

し補助
ほじょ

基本
きほん

額
がく

の通所者数
つうしょしゃすう

上 限
じょうげん

（19名
めい

）を撤廃
てっぱい

す

る予定
よてい

です。今後
こんご

も財政
ざいせい

状 況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

まえながら、安定的
あんていてき

な運営
うんえい

が持続
じぞく

で

きるよう、ご意見
いけん

を聞
き

いてまいりたいと 考
かんが

えています。 

 

20 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

 － ・市外
しがい

の通所
つうしょ

や施設
しせつ

へ行
い

く場合
ばあい

の交通費
こうつうひ

全額
ぜんがく

助成
じょせい

をしてほしい。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

施設
しせつ

などの通所
つうしょ

サービスを提 供
ていきょう

している施設
しせつ

については、

「通所
つうしょ

サービス利用
りよう

促進
そくしん

事業
じぎょう

」という事業
じぎょう

を通
つう

じ、各施設
かくしせつ

が利用者
りようしゃ

の通所
つうしょ

のために送迎
そうげい

を実施
じっし

した場合
ばあい

、その送迎
そうげい

に要
よう

した費用
ひよう

に助成
じょせい

を 行
おこな

っており

ます。 

 地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターや地域
ちいき

共 同
きょうどう

作業所
さぎょうしょ

については、当該
とうがい

事業
じぎょう

の

対 象 外
たいしょうがい

であり、現段階
げんだんかい

では財政
ざいせい

状 況
じょうきょう

等
とう

から助成
じょせい

は 難
むずか

しいと 考
かんが

えてお

ります。 

 そのため、各
かく

センター等
とう

での作業
さぎょう

工賃
こうちん

の増
ぞう

を進
すす

めることでその費用
ひよう

の

一助
いちじょ

となるよう、福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に関
かん

する各種
かくしゅ

支援
しえん

策
さく

を進
すす

めておりますのでご

理解
りかい

願
ねが

います。 

 なお、精 神 障
せいしんしょう

がいのある方
かた

がセンター等
とう

に通
かよ

う場合
ばあい

は、身体
しんたい

・知的障
ちてきしょう

が

いのある方
かた

の交通費
こうつうひ

助成
じょせい

とのバランスに配慮
はいりょ

し、その費用
ひよう

の一部
いちぶ

を助成
じょせい

し

ています。 

 

21 住
す

まい － 
・仕事
しごと

がなく、年金
ねんきん

だけでは、地域
ちいき

で一人暮
ひとり ぐ

らしができないので、家賃
やちん

の助成
じょせい

をしてほしい。 

 年
ねん

金額
きんがく

の引上
ひきあ

げなど 障
しょう

がいのある方
かた

の所得
しょとく

保障
ほしょう

については、現在国
げんざいくに

で

検討
けんとう

が 行
おこな

われているところです。 

 本市
ほんし

においても就 労
しゅうろう

場所
ばしょ

の確保
かくほ

をはじめ、工賃
こうちん

の引上
ひきあ

げを図
はか

るため関係
かんけい

機関
きかん

とともに様々
さまざま

な施策
しさく

を実施
じっし

しているところです。 

 また、グループホーム、ケアホームの利用者
りようしゃ

に関
かん

しては、食費
しょくひ

や光熱
こうねつ

水費
すいひ

などの居 住
きょじゅう

に要
よう

する費用
ひよう

について軽減
けいげん

措置
そ ち

が 行
おこな

われる予定
よてい

となっており

ます。 

 

22 住
す

まい － ・知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

が入
はい

れる市営
しえい

住 宅
じゅうたく

をたくさん作
つく

ってほしい。 

 市営
しえい

住 宅
じゅうたく

については、知的障
ちてきしょう

がいのある方
かた

についても、一般
いっぱん

の方
かた

と同様
どうよう

に申 込
もうしこみ

条 件
じょうけん

を満
み

たすことで、申
もう

し込
こ

んでいただいております。また、当選
とうせん

確率
かくりつ

を高
たか

める優遇
ゆうぐう

措置
そ ち

を 行
おこな

っております。 さらに、知的障
ちてきしょう

がいのある方
かた

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるように、グループホーム等
とう

の拡 充
かくじゅう

を図
はか

るととも

に、賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

への入 居
にゅうきょ

に係
かか

る相談
そうだん

支援
しえん

を 行
おこな

う住 宅
じゅうたく

入 居
にゅうきょ

等
とう

支援
しえん

事業
じぎょう

（居 住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

）の事業所
じぎょうしょ

を大幅
おおはば

に増
ふ

やすことを計画
けいかく

しています。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

23 住
す

まい 

15 

20-23 

33 

・障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスについての基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

に「３ グループホ

ーム等
とう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

り、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を

促進
そくしん

」とあるが、なぜ、いきなりというか短絡的
たんらくてき

にというか「グル

ープホーム」が出
で

てくるのか疑問
ぎもん

に思
おも

う。 

・その前
まえ

に今
いま

ある資源
しげん

の活用
かつよう

として公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

を数戸
すうこ

確保
かくほ

して、例
たと

え

ばワンフロアー全部
ぜんぶ

を確保
かくほ

して、それぞれの間取
ま ど

りに適
てき

した人数
にんずう

を

入 居
にゅうきょ

してもらい、フロアの一室
いっしつ

をバックアップ要因
よういん

の住 居
じゅうきょ

として

いけば、障
しょう

がい者
しゃ

個々
こ こ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

につながるし、バックアップ要員
よういん

を介
かい

して、健
けん

常 者
じょうしゃ

と言
い

われる人
ひと

たちとも日 常 的
にちじょうてき

に交 流
こうりゅう

が図
はか

られ

る。 

・ここでいう「グループホーム」は。施設
しせつ

や病 院
びょういん

という漢字
かんじ

がカタ

カナになったに過
す

ぎないのではないか。 

 グループホーム・ケアホームは地域
ちいき

住 民
じゅうみん

との交 流
こうりゅう

を図
はか

ることを目的
もくてき

と

して 住
じゅう

宅地
たくち

に設
もう

けられるものであり、障
しょう

がいのある方
かた

が施設
しせつ

を出
で

て、最初
さいしょ

に地域
ちいき

で生活
せいかつ

する際
さい

の代 表 的
だいひょうてき

な 居 住
きょじゅう

形態
けいたい

の一
ひと

つとして 考
かんが

えておりま

す。 

 また実際
じっさい

にグループホーム等
とう

の入 居 者
にゅうきょしゃ

と町 内 会
ちょうないかい

をはじめとする地域
ちいき

住 民
じゅうみん

の方々
かたがた

との交 流
こうりゅう

が図
はか

られているというお 話
はなし

も 伺
うかが

っております。 

 公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

のグループホーム等
とう

への利用
りよう

については関係
かんけい

部局
ぶきょく

とも検討
けんとう

し

ていきたいと 考
かんが

えておりますが、市営
しえい

住 宅
じゅうたく

の応募
おうぼ

倍率
ばいりつ

が高倍率
こうばいりつ

となって

いることを踏
ふ

まえますと、現時点
げんじてん

では、ご提 供
ていきょう

できる住 宅
じゅうたく

はないものと 考
かんが

えておりますので、ご理解
りかい

をお願
ねが

いいたします。 

 

24 相談
そうだん

支援
しえん

 40 

・一般
いっぱん

の賃貸
ちんたい

マンション・アパートでは、バリアフリーが細
こま

かいと

ころまで行
い

きわたっていないように感
かん

じた。相談
そうだん

支援
しえん

で、障
しょう

がいの

ある人
ひと

が入
い

れるマンション・アパートを一緒
いっしょ

に探
さが

してくれる相談
そうだん

事業
じぎょう

を 考
かんが

えてほしい。 

 賃貸
ちんたい

契約
けいやく

による一般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

への入 居
にゅうきょ

を支援
しえん

する「住 宅
じゅうたく

入 居
にゅうきょ

等
とう

支援
しえん

事業
じぎょう

」を計画
けいかく

に位置付
い ち づ

け拡 充
かくじゅう

していくこととしておりますのでぜひご利用
りよう

ください。実施事
じっし じ

業 者
ぎょうしゃ

は、札幌市
さっぽろし

コールセンター（℡222-4894）にお尋
たず

ね

ください。 

 

25 相談
そうだん

支援
しえん

 38-39 ・夜間
やかん

に困
こま

ったときに相談
そうだん

にのってくれる場所
ばしょ

を作
つく

ってほしい。 

 障
しょう

がいに関
かん

するさまざまな相談
そうだん

支援
しえん

を 行
おこな

う「相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

」を計画
けいかく

に位置付
い ち づ

け、安心
あんしん

して暮
く

らしていけるよう親身
しんみ

になって相談
そうだん

に応
おう

じていま

す。実施事
じっし じ

業 者
ぎょうしゃ

は、札幌市
さっぽろし

コールセンター（℡222-4894）にお尋
たず

ねくださ

い。 

 

26 相談
そうだん

支援
しえん

 38-39 

・（P38）「 障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

」の実施
じっし

に当
あ

たっては、障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

に関
かん

する研 修
けんしゅう

の受講
じゅこう

やそうした経験
けいけん

を

有
ゆう

する 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

を相談員
そうだんいん

として配置
はいち

（雇用
こよう

）することを要件
ようけん

と

すること。 

 平成
へいせい

21年度
ねんど

より、３か所
しょ

の相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

で、当事者
とうじしゃ

の相談員
そうだんいん

を配置
はいち

す

る予定
よてい

です。また、相談
そうだん

支援
しえん

の質
しつ

の向 上
こうじょう

を目指
め ざ

し、研 修
けんしゅう

の企画
きかく

・運営
うんえい

を 行
おこな

う「拠点
きょてん

事業所
じぎょうしょ

」を１か所
しょ

設置
せっち

することとしました。今後
こんご

も、障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

のニーズに即
そく

した質
しつ

の高
たか

い支援
しえん

を展開
てんかい

できるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきたいと

考
かんが

えております。 

 

27 相談
そうだん

支援
しえん

 38-39 

・「札幌市
さっぽろし

地域
ちいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」の運営
うんえい

に関
かん

して、地域
ちいき

部会
ぶかい

、専門
せんもん

部会
ぶかい

、運営
うんえい

部会
ぶかい

、全体
ぜんたい

会議
かいぎ

の構成員
こうせいいん

に 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の相談員
そうだんいん

を

位置付
い ち づ

けること。 

 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

を地域
ちいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の委員
いいん

に参加
さんか

しされることについて

は、当 該 協
とうがいきょう

議会
ぎかい

の議論
ぎろん

の中
なか

でも出
で

ておりますので、検討
けんとう

していきたいと 考
かんが

えています。 

 

 



- 8 - 

 

番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

28 相談
そうだん

支援
しえん

 38-39 
・「札幌市

さっぽろし

地域
ちいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」の地域
ちいき

部会
ぶかい

は、本計画中
ほんけいかくちゅう

に、札幌市
さっぽろし

全区
ぜんく

で設置
せっち

することを明文化
めいぶんか

すること。 

 地域
ちいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の地域
ちいき

部会
ぶかい

に関
かん

しては、39ページの図中
ずちゅう

に「地域
ちいき

部会
ぶかい

（各区
かくく

）」と明記
めいき

しており、現在
げんざい

、２区
く

で試行的
しこうてき

取組
とりくみ

を 行
おこな

っております。当
とう

該
がい

取組
とりくみ

は画一的
かくいつてき

に進
すす

めるのではなく、そこに参加
さんか

する方
かた

が意欲
いよく

を持
も

ち主体
しゅたい

的
てき

に取
と

り組
く

んでいくことが大切
たいせつ

だと 考
かんが

えておりますので、こうしたことを

ことを意識
いしき

しながら地域
ちいき

部会
ぶかい

が全区
ぜんく

に広
ひろ

がるよう取組
とりくみ

を進
すす

めてまいりたい

と 考
かんが

えています。 

 

29 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 
・一般
いっぱん

企業
きぎょう

では「採用
さいよう

」してもらえない。働
はたら

きたくても 働
はたら

けない。

働
はたら

くところを与
あた

えてほしい。 
 

30 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 
・一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への道
みち

を開
ひら

いてほしい。 

・資格
しかく

取得
しゅとく

のためのお金
かね

や交通費
こうつうひ

などのバックアップをしてほしい。 
 

31 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 ・ 障
しょう

がい者
しゃ

でも 働
はたら

ける職場
しょくば

をたくさん作
つく

ってほしい。 

 企業
きぎょう

における重 度 障
じゅうどしょう

がいのある方
かた

などの雇用
こよう

をこれまで以上
いじょう

に進
すす

めて

いくために、派遣
はけん

という雇用
こよう

形態
けいたい

を通
つう

じて、正規
せいき

雇用
こよう

につなげていくことを

試行
しこう

する「元気
げんき

はっけん（派遣
はけん

）事業
じぎょう

」を計画
けいかく

に位置付
い ち づ

け取組
とりくみ

を開始
かいし

してお

り、そこでは就 労
しゅうろう

に向
む

けた研 修
けんしゅう

や相談
そうだん

なども受
う

けられます。また、就 労
しゅうろう

と生活
せいかつ

双方
そうほう

の相談
そうだん

支援
しえん

を 行
おこな

う事業
じぎょう

（地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター［就 労 者
しゅうろうしゃ

支援型
しえんがた

］）も計画
けいかく

に位置付
い ち づ

け実施
じっし

していますので、ぜひ利用
りよう

してください。 

◆元気
げんき

はっけん（派遣
はけん

）事
じ

業 者
ぎょうしゃ

 キャリアバンク株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 ℡251-5114 

◆地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター（就 労 者
しゅうろうしゃ

支援型
しえんがた

） 就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

応援
おうえん

プラザと

ねっと ℡817-1135 

 なお、資格
しかく

取得
しゅとく

に関
かん

する費用
ひよう

の助成
じょせい

などは厳
きび

しい財政
ざいせい

状 況
じょうきょう

などから

難
むずか

しいと 考
かんが

えておりますが、北海道
ほっかいどう

が実施
じっし

しているさまざまな就 労
しゅうろう

に向
む

けた訓練
くんれん

を、札幌市
さっぽろし

が連携
れんけい

し進
すす

めていく「 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

開発
かいはつ

プロモート事
じ

業
ぎょう

」を計画
けいかく

に位置付
い ち づ

け実施
じっし

していくこととしていますので、ぜひご相談
そうだん

く

ださい。 

 

32 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 
26-27 

42 

・通勤
つうきん

で移動
いどう

支援
しえん

が使
つか

えないので、冬場
ふゆば

が大変
たいへん

。通勤
つうきん

しやすい環 境
かんきょう

を 整
ととの

えてほしい。 

 移動
いどう

支援
しえん

が必要
ひつよう

とされる方
かた

に対
たい

し、今後
こんご

も継続
けいぞく

してサービスを提 供
ていきょう

して

いくためには、財政的
ざいせいてき

な面
めん

においても安定的
あんていてき

な運用
うんよう

に努
つと

める必要
ひつよう

がありま

す。そのため、本市
ほんし

の移動
いどう

支援
しえん

においては、経費面
けいひめん

で課題
かだい

のある、通年
つうねん

かつ

継続的
けいぞくてき

なものについては対 象
たいしょう

から除外
じょがい

しておりますが、例外的
れいがいてき

な取 扱
とりあつか

い

等
とう

を含
ふく

めて、今後
こんご

も調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

してまいりたいと 考
かんが

えております。 
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かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

33 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 

・重度
じゅうど

の 障
しょう

がいのある人
ひと

も大学
だいがく

へ行
い

ける環 境
かんきょう

になっているので、

一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

のほうも、トイレやスロープなどどこの会社
かいしゃ

でも 働
はたら

ける

環 境
かんきょう

づくりをお願
ねが

いする。 

 重度
じゅうど

の 障
しょう

がいのある方
かた

も 働
はたら

ける環 境
かんきょう

づくりは大事
だいじ

だと 考
かんが

えておりま

す。そのため、社団
しゃだん

法人
ほうじん

北海道
ほっかいどう

高齢
こうれい

・障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進
そくしん

協 会
きょうかい

が実施
じっし

して

いる重 度 障
じゅうどしょう

がいのある方
かた

を雇用
こよう

する場合
ばあい

の各種
かくしゅ

助成
じょせい

制度
せいど

を企業
きぎょう

に対
たい

し

周知
しゅうち

するなどし、雇用
こよう

が促進
そくしん

されるよう 働
はたら

きかけていきたいと 考
かんが

えてい

ます。このほか、計画
けいかく

に位置付
い ち づ

け実施
じっし

していく「元気
げんき

はっけん（派遣
はけん

）事業
じぎょう

」

や「 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

開発
かいはつ

プロモート事業
じぎょう

」により、実際
じっさい

に企業
きぎょう

が 障
しょう

がいの

ある方
かた

を受
う

け入
い

れる機会
きかい

を広
ひろ

げ、理解
りかい

を進
すす

めていきます。 

 

34 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 ・ 障
しょう

がい者
しゃ

の 働
はたら

いている職場
しょくば

にジョブコーチをつけてほしい。 

 ジョブコーチは国
くに

が実施
じっし

している事業
じぎょう

ですが、必要
ひつよう

とされる方
かた

に派遣
はけん

され

るよう人員
じんいん

を増
ふ

やしてほしいという声
こえ

をよくお聞
き

きします。そのため、札幌
さっぽろ

市
し

といたしましては、計画
けいかく

に位置付
い ち づ

けているさまざまな就 労
しゅうろう

支援
しえん

施策
しさく

を

展開
てんかい

していく中
なか

で、国
くに

の諸機関
しょきかん

とも連携
れんけい

しながら事業
じぎょう

を進
すす

めていきますの

で、このご意見
いけん

を伝
つた

えたいと思
おも

っています。 

 

35 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 ・市
し

役所
やくしょ

は法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

を満
み

たしているのか。 

 札幌市
さっぽろし

役所
やくしょ

における障 害 者
しょうがいしゃ

法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

は平成
へいせい

20年
ねん

６月
がつ

１日
ついたち

現在
げんざい

で、市
し

長 部 局
ちょうぶきょく

が2.38％、企業
きぎょう

会計
かいけい

である水 道 局
すいどうきょく

が2.71％、交 通 局
こうつうきょく

が2.80％、

病 院 局
びょういんきょく

が 2.29％であり、いずれも 2.1％を超
こ

えている状況です。2.0％が

適用
てきよう

される教 育
きょういく

委員会
いいんかい

は1.57％となっており、現在
げんざい

、ハローワークと調 整
ちょうせい

等
とう

を 行
おこな

っているところであります。今後
こんご

も、市
し

役所
やくしょ

が率先
そっせん

し障 害 者
しょうがいしゃ

法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

を遵 守
じゅんしゅ

していきたいと 考
かんが

えています。 

 

36 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 
・市

し

の外 注
がいちゅう

作業
さぎょう

の中
なか

にも「作業所
さぎょうしょ

」でできることがあるのではな

いか。 

 現在
げんざい

、市
し

役所
やくしょ

の各部局
かくぶきょく

において、印刷
いんさつ

や清掃
せいそう

、パソコン 入 力
にゅうりょく

などの

業務
ぎょうむ

について作業所
さぎょうしょ

等
とう

に外 注
がいちゅう

しだしておりますが、障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

にお

きましても、作業所
さぎょうしょ

等
とう

への役務
えきむ

の発 注
はっちゅう

の拡大
かくだい

に取
く

り組
く

むこととしていま

す。 

 

37 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 

・売
う

れる商 品
しょうひん

の発案
はつあん

を数箇所
すうかしょ

の作業所
さぎょうしょ

がまとまるか、又
また

は市
し

がそ

の道
みち

のプロに資金
しきん

を出
だ

して依頼
いらい

するとか等
とう

を 考
かんが

えていくのも一
ひと

つ

の案
あん

 

 計画
けいかく

に位置付
い ち づ

けている「元気
げんき

ショップ」の取組
とりくみ

の中
なか

に、授産
じゅさん

製品
せいひん

の質的
しつてき

向 上
こうじょう

等
とう

を図
はか

るために、民間
みんかん

のノウハウを持
も

つ方
かた

を作業所
さぎょうしょ

等
とう

に派遣
はけん

し、製品
せいひん

製作
せいさく

等
とう

を支援
しえん

する「アドバイザー派遣
はけん

制度
せいど

」を実施
じっし

しており引
ひ

き続
つづ

き 行
おこな

っ

ていくこととしています。 

 ご意見
いけん

にある「売
う

れる商 品
しょうひん

の発案
はつあん

を数箇所
すうかしょ

の作業所
さぎょうしょ

で」という手法
しゅほう

は、

今後
こんご

、授産
じゅさん

製品
せいひん

の販路
はんろ

拡大
かくだい

に関
かん

する取組
とりくみ

の中
なか

で、一
いち

手法
しゅほう

として参考
さんこう

にさ

せていただきたいと思
おも

います。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

38 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 

・（P26）第
だい

７－４－(2)－②について 

 ②「 障
しょう

がい者
しゃ

元気
げんき

はっけん（派遣
はけん

）試行
しこう

事業
じぎょう

」の実施
じっし

に当
あ

たって

は、企業
きぎょう

が 障
しょう

がい者
しゃ

を雇用
こよう

し、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

に基
もと

づく支援
しえん

メ

ニューを受
う

けるためには、ハローワークを通
つう

じた雇用
こよう

が要件
ようけん

とされて

いるため、本事業
ほんじぎょう

によってそうした支援
しえん

メニューの適用外
てきようがい

にならな

いような措置
そ ち

を講
こう

じることが必要
ひつよう

である。 

 「 障
しょう

がい者
しゃ

元気
げんき

はっけん（派遣
はけん

）試行
しこう

事業
じぎょう

」は、現在
げんざい

の我
わ

が国
くに

の雇用
こよう

・

労働
ろうどう

環 境
かんきょう

などを踏
ふ

まえて、障
しょう

がいのある方
かた

の就 労
しゅうろう

においても「派遣
はけん

」と

いう雇用
こよう

形態
けいたい

が有効化
ゆうこうか

かどうか検 証
けんしょう

するモデル事業
じぎょう

であります。「派遣
はけん

」と

いう雇用
こよう

形態
けいたい

のため、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

に基
もと

づく支援
しえん

メニューが受
う

けられ

ない場合
ばあい

がありますが、 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

、受入
うけい

れをする企業側
きぎょうがわ

にはその旨
むね

説明
せつめい

していきたいと 考
かんが

えています。 

 

39 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 

・（P27）第
だい

７－４－(2)－⑤について 

 ⑤「知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

のホームヘルパー養成
ようせい

講座
こうざ

」については、今後
こんご

の制度
せいど

変更
へんこう

を考慮
こうりょ

するとともに、障
しょう

がい者
しゃ

への就 労
しゅうろう

支援
しえん

の拡 充
かくじゅう

のため「３ 級
きゅう

」を「２ 級
きゅう

又
また

は３ 級
きゅう

」と加筆
かひつ

すること。 

 当該
とうがい

事業
じぎょう

は試行
しこう

事業
じぎょう

として開始
かいし

をし、２年
ねん

が経過
けいか

したところです。その

ため、当面
とうめん

は引
ひ

き続
つづ

き３ 級
きゅう

取得
しゅとく

で事業
じぎょう

展開
てんかい

し、その中
なか

で、２ 級
きゅう

への拡 充
かくじゅう

を検討
けんとう

していきたいと 考
かんが

えています。 

 ご意見
いけん

を踏
ふ

まえ、２ 級
きゅう

への拡 充
かくじゅう

の検討
けんとう

について加筆
かひつ

いたします。 

 27ページの⑤に、「また、これを実施
じっし

する

中
なか

で、２ 級
きゅう

への拡 充
かくじゅう

なども検討
けんとう

していき

ます。」を追記
ついき

します。 

40 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 26-27 

・（P27）第
だい

７－４－(2)について 

 「重度
じゅうど

の 障
しょう

がい者
しゃ

が就 労
しゅうろう

するために必要
ひつよう

な福祉
ふくし

機器
き き

等
とう

の活用
かつよう

や支援
しえん

策
さく

について、検討
けんとう

を進
すす

める。」ことを項目
こうもく

として追加
ついか

すること。 

 重 度 障
じゅうどしょう

がいのある方
かた

を雇用
こよう

する場合
ばあい

の各種
かくしゅ

助成
じょせい

は、すでに国
くに

の施策
しさく

でい

くつか取組
とりくみ

がなされております。札幌市
さっぽろし

としましては、まずは受入側
うけいれがわ

企業
きぎょう

の

障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

に対
たい

する意識
いしき

醸 成
じょうせい

が大事
だいじ

だと 考
かんが

えておりますのでその取
とり

組
くみ

を進
すす

めていく中
なか

で、いただいたご意見
いけん

などを参考
さんこう

としながら重 度 障
じゅうどしょう

がい

のある方
かた

の雇用
こよう

に関
かん

して理解
りかい

を求
もと

めていきたいと 考
かんが

えております。 

 

41 その他
た

 － 

・義足
ぎそく

等補
とうほ

装具
そうぐ

の支給
しきゅう

について、現行
げんこう

では、原則
げんそく

１点
てん

（本
ほん

）となり、

故障
こしょう

の場合
ばあい

にスペアがないと生活
せいかつ

に支障
ししょう

が起
お

きる。補修
ほしゅう

には数日間
すうじつかん

必要
ひつよう

となり、その間
かん

在宅
ざいたく

での生活
せいかつ

ができず 命
いのち

にかかわる。 

 義肢
ぎ し

や装具
そうぐ

、 車
くるま

いすなどの補
ほ

装具
そうぐ

に関
かん

しましては、原則
げんそく

として、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

でご使用
しよう

になる、常 用
じょうよう

される１個
こ

が費用
ひよう

の支給
しきゅう

対 象
たいしょう

となりま

す。新規
しんき

に購 入
こうにゅう

される場合
ばあい

はもとより、修理
しゅうり

に必要
ひつよう

な費用
ひよう

も支給
しきゅう

対 象
たいしょう

と

なりますが、修理期
しゅうりき

間 中
かんちゅう

のスペアなどは、一時的
いちじてき

に使用
しよう

されるものとなるた

め、公費
こうひ

負担
ふたん

の対 象
たいしょう

とはなっておりませんことにご理解
りかい

くださいますようお

願
ねが

いいたします。 

 なお、義足
ぎそく

の修理期
しゅうりき

間 中
かんちゅう

は、松葉づえ
ま つ ば づ え

などで代替
だいたい

されることもあると思
おも

い

ますが、 車
くるま

いすが必要
ひつよう

となる方
かた

につきましては、無料
むりょう

貸出
かしだ

しをしている

団体
だんたい

（札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

 ℡641－8853）もありますのでお問
と

い

合
あ

わせください。 

 

42 その他
た

 48 

・ 障
しょう

がい者
しゃ

Ｉ Ｔ
アイティー

サポートセンター運営
うんえい

事業
じぎょう

について、Ｉ Ｔ
アイティー

は、

障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

、社会
しゃかい

参加
さんか

の後押
あとお

しとなる分野
ぶんや

であることから、

現 状
げんじょう

とそのニードを反映
はんえい

した見込量
みこみりょう

とすること。 

 当該
とうがい

事業
じぎょう

は平成
へいせい

15年度
ねんど

から、ご意見
いけん

にある、現 状
げんじょう

やニーズを反映
はんえい

した

事業
じぎょう

展開
てんかい

をするために、１か所
しょ

に情 報
じょうほう

を集 約
しゅうやく

し事業
じぎょう

展開
てんかい

しているところ

であります。今後
こんご

も現 状
げんじょう

やニーズを十 分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえ実施
じっし

していきたいと 考
かんが

えております。 
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番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

43 その他
た

 58 

・（P58）第
だい

11について 

 (2)と(3)の 間
あいだ

又
また

は(2)の追記
ついき

として、「当事者
とうじしゃ

及
およ

び関係者
かんけいしゃ

とともに

入 院
にゅういん

、学
がっ

校内
こうない

、職場
しょくば

における介護
かいご

や通学
つうがく

、通勤
つうきん

等
とう

における支援
しえん

を

確保
かくほ

するための検討
けんとう

を進
すす

めます。」を加筆
かひつ

すること。 

※現在
げんざい

、明確
めいかく

になっている 障
しょう

がい児
じ

・者
しゃ

が抱
かか

えている課題
かだい

に対
たい

す

る市
し

としての認識
にんしき

とその課題
かだい

に対
たい

する姿勢
しせい

を明
あき

らかにするため。 

 ご指摘
してき

の部分
ぶぶん

につきましては、（2）に「必要
ひつよう

な施策
しさく

の検討
けんとう

やサービスの質
しつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

っていく」という表 現
ひょうげん

に含
ふく

まれているものと 考
かんが

えており、

今後
こんご

こうした課題
かだい

について、当事者
とうじしゃ

、関係者
かんけいしゃ

の方々
かたがた

と連携
れんけい

しながら検討
けんとう

し

ていきたいと 考
かんが

えております。 

 

 

 

(2) 計画
けいかく

（案
あん

）以外
いが い

の意見
いけ ん

の概要及
がいようおよ

びこれに対
たい

する札幌市
さっぽろし

の考
かんが

え方
かた

 

 ※ 第
だい

２期札幌市障
きさっぽろししょう

がい福祉計画
ふくしけいかく

とは直接関係
ちょくせつかんけい

のないご意見
いけん

について、札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

を参考
さんこう

に掲載
けいさい

しております。 

番号
ばんごう

 項目
こうもく

 関連
かんれん

ページ 意見
いけん

の概要
がいよう

 札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

 修 正
しゅうせい

の内容
ないよう

 

1   
・交通費
こうつうひ

助成
じょせい

制度
せいど

について。優遇
ゆうぐう

されていたことを「無
な

くす」のは困
こま

る。継続
けいぞく

してほしい。 

 障
しょう

がいのある方々
かたがた

が地域
ちいき

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で大
おお

きな支
ささ

えとなっている制度
せいど

であることから、制度上
せいどじょう

の課題
かだい

を改善
かいぜん

するとともに、将 来
しょうらい

にわたって持続
じぞく

できる制度
せいど

となるよう検討
けんとう

しております。 

 

2   
・タクシーチケット等

とう

の削減
さくげん

は、外 出
がいしゅつ

の機会
きかい

を減
へ

らす。必要
ひつよう

な外 出
がいしゅつ

にも多大
ただい

な出費
しゅっぴ

を負担
ふたん

させることになるので反対
はんたい

 

 見直
みなお

しの検討
けんとう

に当
あ

たりましては、交通費
こうつうひ

助成
じょせい

に係
かか

る財源
ざいげん

の確保
かくほ

に努
つと

めな

がら、障
しょう

がい種別
しゅべつ

によって助成
じょせい

内容
ないよう

が異
こと

なるなど、制度上
せいどじょう

の課題
かだい

を改善
かいぜん

す

るとともに、自立
じりつ

した地域
ちいき

生活
せいかつ

を送
おく

るために必要
ひつよう

な外 出
がいしゅつ

ができる限
かぎ

り確保
かくほ

されるよう、障
しょう

がいの種類
しゅるい

や程度
ていど

に応
おう

じた助成
じょせい

のあり方
かた

などについて検討
けんとう

しております。 

 

3   ・新
あたら

しい「療 育
りょういく

手帳
てちょう

ガイドブック」をなるべく早
はや

く作
つく

ってほしい。 

 札幌市
さっぽろし

では、 障
しょう

がいのある方
かた

のための各種
かくしゅ

福祉
ふくし

制度
せいど

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

、 障
しょう

が

い区分
くぶん

ごとの施策
しさく

一覧
いちらん

などを掲載
けいさい

・紹 介
しょうかい

したガイドブックとして毎年度
まいねんど

「 障
しょう

がいのある方
かた

のための福祉
ふくし

ガイド」を作成
さくせい

しております。 

 現在
げんざい

のところ、障
しょう

がい種別
しゅべつ

（手帳
てちょう

）ごとにガイドブックを新規
しんき

作成
さくせい

する

予定
よてい

はありませんが、 障
しょう

がいのある方
かた

への適切
てきせつ

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

のあり方
かた

に

ついて、今後
こんご

とも検討
けんとう

してまいりたいと 考
かんが

えております。 

 

 


